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[1] Caufield et al., 2019. A comprehensive typing system for information extraction from clinical narratives. medRxiv.



論⽂のまとめ

• 医療分野のイベント抽出
• 世界初の医療分野のイベントコーパスMACCROBAT-EE

• イベント: トリガと項の述語項関係

• ⽣成モデルを利⽤したイベント抽出 (DICE) を提案
• MACCROBAT-EEにおけるDICEの評価・エラー分析を通して，

その有⽤性・課題を確認
• ニュースのイベント抽出 (ACE05) においても評価し，

DICEの汎⽤性を実証
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A 45 - year - old lady sought dermatology 
consultation for severely tender 
erythematous vesicles and bullae over back , 
chest and arms .

Sign symptom

Detailed 
description

Texture

Biological 
structure

Biological 
structure

Biological 
structure

Event trigger nodule
Event type Sign_symptom
Detailed description abnormal
Area 0.8 x 1.5 cm
Biological structure left upper lung lobe

Event trigger computed tomography

Event type Diagnostic_
procedure

Biological 
structure chest

Sign_symptom

Diagnostic_procedure

A man presented with an abnormal nodule measuring 0.8 x 1.5 cm in the
left upper lung lobe imaged through chest computed tomography scanning.
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医療分野のイベント抽出における問題と
提案の概要
1. 項を考慮したイベント抽出のコーパスがない

èイベント抽出⽤コーパスの構築
2. ⼀般分野のイベントよりもトリガやエンティティの⾔及

(mention) が⻑く，項の種類も多い
è ⾔及を重視した項ごとのモデル
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イベント抽出⽤コーパスの構築
医療分野のイベント抽出
コーパスの作成
• ⾼いアノテーションコスト
• プライバシーの問題
è既存のタグ付きコーパス
MACCROBAT [1] を
イベント抽出⽤に再構成

[1] Caufield et al., 2019. A comprehensive typing system for information extraction from clinical narratives. medRxiv.
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MACCROBAT
コーパス[1]
• MACCROBATの名前の由来

• MACCR (Metadata Acquired from 
Clinical Case Reports) にACROBAT 
(Annotation for Case Reports using 
Open Biomedical Annotation 
Terms) というスキームで，タグづけ

• 200例の症例報告にイベント (トリ
ガ) と関連するエンティティ，そ
の間の関係，イベント間の時間関
係を6⼈のアノテータでタグづけ
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MACCROBAT-EEコーパス
• MACCROBATコーパスのイベント

とエンティティ，その間のModify
関係を取り出し，述語（トリガ)と
項の形に変換
• Modify: あるエンティティ/イベント

が別のエンティティ/イベントを変更
• MAACROBATのエンティティのタイ

プを項のタイプとして利⽤

• サンプルしたイベントについて，
2⼈の評価者が100個中96個を
包括的で適切であると判断
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既存のイベント抽出⽤コーパスとの⽐較
• 項の種類が多い
• ⽂あたりのイベントが

多い
イベント辺りの項の数は
少ない
• ⾔及が⻑い

2023/9/28 8ACL2023読み会@名⼤
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イベント抽出⼿法DICE
• 著者らのDEGREE (Data-Efficient GeneRation-based Event 

Extraction) [2] を拡張したSequence-to-sequence (S2S) モデル
• ⾔及抽出で強化したイベント抽出

• ⾔及抽出, トリガ抽出，イベント項抽出の3つのモジュール
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A Data-Efficient Generation-
Based Event Extraction
Model. NAACL-HLT 2022.



⾔及抽出 (Mention Identification; MI)
• トリガ・項の候補を別々に抽出 è 結果をそれぞれの抽出に利⽤

• 抽出対象であるPassage全体からの⽣成とスライディングウィンドウによる
Passageの⼀部からの⽣成を組み合わせて，カバレッジを改善
• 実験では10語のウィンドウを4語ずつスライド
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トリガ抽出 (Event Detection; ED)
• イベントの種類ごとにトリガを抽出
• ⾔及抽出の結果をマーカとして追加
• イベント名とその説明をプロンプトとして利⽤

• ⾔及抽出を補助タスク (auxiliary task) としてjointで学習
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イベント項抽出
(Event Argument Extraction; EAE)
• 特定のトリガについて項の種類ごとに項を抽出

• ⾔及抽出・トリガ抽出の結果をマーカとして追加
• トリガ抽出のプロンプトに，項の名前とその説明を加えたものを

プロンプトとして利⽤

• ⾔及抽出を補助タスクとしてjointで学習
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学習上の⼯夫: 境界の摂動による
対照学習
• 通常の交差エントロピー損失に加え，ランダムに境界を変えた
𝑘個 (実験では10個) の負例によるInfoNCE損失を利⽤
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学習設定
• Scheduled sampling

• 後半のモジュール (ED, EAE) は⼀定の確率で正解を利⽤．
• 確率はエポック毎に線形に減らし，前のモジュールの結果を利⽤するように．

• ビーム探索 (ビーム幅=2)
• オプティマイザはAdamW
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結果

• トリガー・項について，スパン同定・分類で評価
• 既存のSOTAよりも（⼀般分野も含めて）⾼性能
• Text2Event (T5 large), OneIE (BERT large), DEGREE (BART large), 

DICE (T5 large) 

MACCROBAT-EE
ACE05
（⼀般ドメイン）
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学習データを減らした時の影響

• データが少ないときでもDICEは頑健に動作
• DICEのDIはData-Efficient
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⾔及についての⼯夫の効果

• 他の影響を省くため，項については正解のトリガを利⽤
• ⾔及抽出を補助タスクとしたjointでの学習 (2), マーカの追加

(3), 対照学習 (4) いずれも有効．
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エラー分析

• Complete miss (正解との重複なし), Partial Miss (正解の部分列), 
Hallucination (正解と重複しているが余計な範囲を出⼒）
• ⾔及の⼯夫によるエラー削減ができている

2023/9/28 19ACL2023読み会@名⼤



エラーの例

• ⾔及抽出は正解とずれていることもある
• 他のモジュールが分割したり，まとめたりして間違っているものが

散⾒される
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まとめ
• 医療分野のイベント抽出の提案
• 既存コーパスから変換したイベント構造を持ったコーパス
• 既存のS2Sによるモデルを拡張し，⾔及抽出を補助とした，

項ごとの抽出を⾏うモデル
• ⼀般分野でも⾼い性能を発揮

• 様々な結果の解析
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